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ラ
ー
／
山
田
政
夫
▽
選
手
／

加
藤
美
憂
（
主
将
）、
川
井

麻
菜
、
坂
元
聖
佳
、
野
村
楓
、

坂
田
実
紀
（
城
西
中
）、
小

谷
野
あ
り
さ
、
川
島
楓
、
北

村
千
披
、
穴
久
保
麻
世
、
伊

藤
夢
生
、
岸
祐
稀
子
（
薮
塚

本
町
中
）、
井
上
琴
音
、
米

須
奈
巳
、
杉
原
正
純
（
太
田

北
中
）、
山
中
美
紗
子
（
熊

谷
小
島
中
）、
田
嶋
千
紘
（
足

利
西
中
）、
内
藤
加
菜
（
強

戸
中
）

井
上
琴
音
…
一
戦
一
戦
緊
張

し
た
。
全
国
制
覇
で
き
た
こ

と
が
夢
の
よ
う
で
す
。

野
村
楓
…
今
年
は
中
学
生
最

後
の
試
合
な
の
で
緊
張
し
た
。

優
勝
で
き
て
嬉
し
い
。

川
井
麻
菜
…
試
合
を
重
ね
る

う
ち
に
チ
ー
ム
の
一
体
感
が

生
ま
れ
た
。
チ
ー
ム
メ
ー
ト

や
先
生
、
親
に
感
謝
で
す
。

川
島
楓
…
チ
ー
ム
全
員
が
声

を
出
し
て
、
あ
き
ら
め
な

か
っ
た
か
ら
優
勝
で
き
た
。

加
藤
美
憂
…
大
会
前
に
宝
泉

中
が
全
中
に
出
場
す
る
こ
と

が
決
ま
り
、
主
力
メ
ン
バ
ー

が
抜
け
、
自
分
が
主
将
と
し

て
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
不
安
だ
っ

た
。
し
か
し
、
大
会
が
始
ま

る
と
、
一
人
一
人
の
力
が
ひ

と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
こ
と
で

優
勝
で
き
た
。

田
嶋
千
紘
…
今
年
初
め
て
出

場
し
、
夢
が
か
な
っ
て
嬉
し

い
。
明
る
く
、仲
が
良
い
チ
ー

ム
メ
ー
ト
に
恵
ま
れ
て
楽
し

か
っ
た
。

坂
元
聖
佳
…
ず
っ
と
夢
だ
っ

た
「
優
勝
」
が
で
き
て
嬉
し

い
。
ピ
ン
チ
の
時
も
み
ん
な

の
力
で
切
り
抜
け
る
こ
と
で

き
、
試
合
を
重
ね
て
、
ひ
と

つ
に
な
れ
た
。

小
谷
野
あ
り
さ
…
最
後
の
大

会
だ
っ
た
の
で
、
み
ん
な
で

協
力
し
楽
し
く
で
き
た
。
夢

の「
優
勝
」が
で
き
て
嬉
し
い
。

山
中
美
紗
子
…
初
め
て
出
場

し
た
大
会
で
優
勝
で
き
て
嬉

し
い
。
練
習
の
成
果
が
結
果

に
つ
な
が
っ
た
。

全
国
優
勝
!!
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盆
の
墓
参
り
に
向
か
う
車
の

運
転
席
か
ら
、
ふ
と
空
を
見
上

げ
る
と
、
そ
こ
に
は
秋
の
雲
。

い
つ
も
な
ら
、
蝉
の
声
と
入
道

雲
が
定
番
な
の
に
何
か
奇
妙
な

風
景
だ
。
空
梅
雨
、戻
り
梅
雨
、

ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
そ
し
て
、
秋
の

気
配
。
あ
の
ギ
ラ
ギ
ラ
と
し
た

夏
は
、
い
っ
た
い
何
処
へ
行
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
？

　
釈
然
と

し
な
い
８
月
。『
何
処
か
へ
行
っ

て
し
ま
っ
た
』
の
は
、
今
年
の

夏
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
夏
の

甲
子
園
大
会
の
テ
レ
ビ
中
継
を

観
て
、
毎
年
の
事
な
が
ら
気
に

な
る
シ
ー
ン
が
見
受
け
ら
れ
る
。

死
球
を
与
え
た
投
手
と
指
導
者

の
態
度
が
一
つ
。硬
式
の
場
合
、

死
球
は
、
選
手
生
命
を
奪
う
事

に
も
な
り
か
ね
な
い
。
頭
部
や

顔
面
を
直
撃
す
れ
ば
命
に
も
関

わ
る
重
大
な
過
失
と
な
る
。
き

ち
ん
と
帽
子
を
取
り
、
投
手
は

勿
論
、
指
導
者
も
相
手
に
対
し

て
謝
罪
の
意
を
は
っ
き
り
と
示

す
べ
き
だ
。
も
う
一
つ
は
、
併

殺
を
防
ぐ
た
め
相
手
野
手
の
足

元
め
が
け
て
の
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン

グ
。
こ
れ
も
非
常
に
危
険
な
行

為
で
あ
る
。
そ
う
い
う
指
導
を

受
け
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。

ス
ポ
ー
ツ
の
原
点
「
フ
ェ
ア
プ

レ
ー
の
精
神
」
は
、
い
っ
た
い
何

処
へ
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
？

プ
ロ
野
球
も
然
り
。
テ
レ
ビ
を

通
じ
て
全
国
の
子
ど
も
た
ち
が

見
て
い
る
。
そ
の
手
本
と
な
る

べ
き
選
手
や
指
導
者
が
こ
れ
で

良
い
の
か
？

　
ス
ポ
ー
ツ
は
、

戦
争
で
も
仇
討
ち
で
も
な
い
！

　
そ
の
競
技
を
愛
す
る
者
同
士

が
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
試

す
「
晴
れ
の
場
」
で
あ
る
。
鍛

え
ら
れ
た
精
神
と
磨
か
れ
た
技

術
が
ぶ
つ
か
り
合
う
フ
ェ
ア
な

戦
い
は
、
競
技
者
た
ち
だ
け
で

は
な
く
、
観
る
も
の
す
べ
て
に

希
望
と
感
動
を
与
え
る
。
勝
っ

て
も
負
け
て
も
フ
ェ
ア
プ
レ
ー

の
精
神
を
貫
い
て
の
結
果
な
ら
、

そ
の
涙
は
永
遠
に
輝
き
続
け
る
。

　
中
学
生
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
日
本
一
を
決

め
る
「
第
９
回
全
日

本
中
学
生
男
女
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
（
８

月
14
日
〜
16
日
、
女

子
49
チ
ー
ム
、
男
子

14
チ
ー
ム
）」
が
大

阪
市
・
舞
洲
運
動
広

場
で
行
わ
れ
た
。
群

馬
県
代
表
（
女
子
）

の
お
お
た
ス
ポ
ー
ツ

ア
カ
デ
ミ
ー
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
が
決
勝
に

進
出
し
、
延
長
タ
イ

ブ
レ
ー
ク
の
末
、
５

‐
４
で
Ｋ
Ｇ
ス
ラ
ッ

ガ
ー
ク
ラ
ブ
（
福

岡
）
を
下
し
、
６
回

目
の
出
場
で
悲
願
の

初
優
勝
を
飾
っ
た
。

　
高
柳
浩
和
監
督
は

「
初
出
場
か
ら
「
全

国
制
覇
」
を
目
標
に

７
年
か
か
っ
た
が
、

や
っ
と
、
そ
の
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
４
月
か
ら

本
格
的
に
チ
ー
ム
作

り
が
始
ま
り
、
目
標

で
あ
る
「
試
合
に
勝

つ
た
め
」
の
練
習
を

し
て
き
た
。
週
１
度

の
練
習
に
加
え
、
月

１・
２
回
は
高
校
生

の
胸
を
借
り
、
質
の

高
い
練
習
や
試
合
を

行
っ
た
こ
と
で
チ
ー

ム
力
も
向
上
し
た
。

選
手
が
小
学
生
の
時
、

基
本
を
た
た
き
込
ん

で
く
れ
た
指
導
者
や
、
た
く

さ
ん
の
方
が
協
力
・
応
援
し

て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。
こ

の
大
会
で
選
手
が
成
長
し
て

く
れ
た
こ
と
が
嬉
し
い
」
と

語
る
。
加
藤
美
憂
主
将
は

「
目
標
の「
全
国
制
覇
」が
叶

い
、
群
馬
に
優
勝
カ
ッ
プ
を

持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
選
手
全
員
の
力
が
ひ
と

つ
に
な
っ
た
こ
と
、
応
援
し

て
く
れ
た
方
た
ち
の
力
も
あ

り
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

た
」。
先
輩
た
ち
が
成
し
得

な
か
っ
た
夢
。
そ
の
想
い
を

受
け
継
い
だ
後
輩
た
ち
が

チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
快
挙
を

成
し
遂
げ
た
。

　
優
勝
を
決
め
た
チ
ー
ム
は

清
水
聖
義
太
田
市
長
に
報
告
。

お
お
た
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ

ミ
ー
の
竹
吉
弘
校
長
は
「
全

国
制
覇
は
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ

ミ
ー
創
立
10
年
目
に
し
て
初

の
快
挙
で
す
。
こ
れ
を
礎
に

ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
を
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
清
水
市
長
は

「
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
、

最
後
ま
で
負
け
ず
に
試
合
が

で
き
た
こ
と
、
嬉
し
く
思
っ

て
い
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種

目
か
ら
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
選
手
を
た
た
え
た
。

【
Ｏ
Ｓ
Ａ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
】

代
表
／
阿
部
正
▽
監
督
／
高

柳
浩
和
▽
コ
ー
チ
／
蛭
間
章

夫
、
西
脇
和
宏
▽
ト
レ
ー

ナ
ー
／
西
脇
雅
宏
▽
ス
コ
ア

雲気夏

お
お
た
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

３
年
生
の
コ
メ
ン
ト

清水聖義太田市長に優勝報告

全日本中学生
男女ソフト
ボール大会
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東
京
・
代
々
木
第
１
体
育

館
で
「
第
26
回
全
国
少
年
少

女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

（
７
月
24
〜
26
日
）」
が
行
わ

れ
た
。
大
き
な
ア
リ
ー
ナ
に

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
小
学
生

レ
ス
ラ
ー
の
た
め
に
敷
き
詰

め
た
マ
ッ
ト
は
８
面
。
各

マ
ッ
ト
で
大
歓
声
が
沸
き
起

こ
っ
た
り
、
拍
手
の
渦
が
巻

き
起
こ
っ
た
り
な
ど
、
一
種

独
特
の
全
国
大
会
ら

し
い
雰
囲
気
に
包
ま

れ
た
。
そ
の
中
で
、

最
後
の
全
少
に
か
け

る
鈴
木
芽
衣
（
太
田

倶
楽
部
）
が
危
な
げ

な
い
試
合
運
び
で
決

勝
へ
進
出
。
決
勝
は

同
大
会
５
連
覇
が
か

か
っ
た
注
目
の
岡
村

優
（
だ
っ
ぺ
ク
ラ
ブ
）

と
対
戦
し
、
１
│
０

準優勝！木村政貴

勝
が
期
待
さ
れ
る
だ
け
に
、

今
後
の
練
習
で
心
技
体
を
充

実
さ
せ
、
将
来
は
、
同
校
の

先
輩
で
あ
る
長
島
和
幸
、
松

本
隆
太
郎
の
よ
う
に
日
の
丸

を
背
負
っ
て
世
界
選
手
権
に

乗
り
込
む
選
手
に
育
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
あ
る
。

優優優優
勝勝勝勝勝
！！！！！
鈴
木
芽
衣

と
い
う
僅
差
で
優
勝
、
全
中

で
優
勝
し
た
姉
・
鈴
木
紅
夏

に
続
い
た
。
鈴
木
は
姉
の
紅

夏
と
一
緒
に
、
中
学
生
や
高

校
生
の
練
習
に
も
参
加
し
厳

し
い
練
習
を
積
ん
で
き
た
。

優
勝
を
目
標
に
努
力
を
継
続

さ
せ
た
結
果
、
見
事
金
メ
ダ

ル
を
首
に
か
け
た
。
な
お
、

県
内
ク
ラ
ブ
の
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
（
掲
載
は
ガ
ン
バ

配
布
地
域
の
み
。
数
字
は
順

位
）。

【
大
会
結
果
】
男
子
６
年
▽

30
㎏
級
③
小
野
海
成
（
太

田
）
◇
同
３
年
▽
33
㎏
級
③

石
川
弘
人
（
邑
楽
）
◇
女
子

６
年
▽
45
㎏
級
③
大
出
若
奈

（
千
代
田
）
▽
＋
45
㎏
級
①

鈴
木
芽
衣
（
太
田
）
◇
同
３

年
▽
＋
33
㎏
級
②
小
林
奏
音

（
邑
楽
）

表彰台で喜びと金メダルをかみ締める！

長島和幸、鈴木紅夏壮行会

　

今
年
６
月
の
「
全
日
本
選

抜
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
」
フ
リ
ー
74
㎏
級
で
初
優

勝
を
飾
り
、
世
界
選
手
権
大

会
出
場
（
９
月
21
日
〜
27

日
・
デ
ン
マ
ー
ク
）
を
決
め

た
長
島
和
幸
選
手
（
ク
リ

ナ
ッ
プ
）
と
全
国
中
学
生
選

手
権
大
会
女
子
48
㎏
級
で
優

勝
し
、
県
内
で
た
だ
一
人
中

国
遠
征
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ

た
鈴
木
紅
夏
選
手
（
太
田
倶

楽
部
）
の
壮
行
会
が
、
太
田

市
内
の
結
婚
式
場
で
行
わ
れ

た
。
清
水
聖
義
太
田
市
長
や

群
馬
県
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
柳

川
益
美
会
長
ら
関
係
者
の
激

励
の
言
葉
に
続
き
、
壇
上
に

立
っ
た
長
島
選
手
は
「
レ
ス

リ
ン
グ
人
生
初
の
経
験
で
す

が
、
自
分
の
実
力
を
試
す
絶

好
の
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

ロ
ン
ド
ン
五
輪
の
前
哨
戦
と

考
え
、
優
勝
を
目
指
し
て
一

戦
一
戦
を
全
力
で
戦
い
抜
い

て
き
ま
す
」
と
。
ま
た
、
鈴

木
選
手
は
「
全
中
で
優
勝
で

き
た
の
も
監
督
や
コ
ー
チ
、

県
内
の
指
導
者
の
皆
さ
ん
、

保
護
者
の
方
々
、
そ
し
て
、

俱
楽
部
の
仲
間
の
励
ま
し
が

あ
っ
た
お
か
げ
で
す
。
中
国

で
は
自
分
の
力
を
最
大
限
に

発
揮
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

き
ま
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
決

意
を
語
っ
た
。
太
田
市
出
身

の
世
界
選
手
権
出
場
は
、
高

田
裕
司
、
小
柴
健
二
以
来
、

長
島
選
手
で
３
人
目
と
な

る
。

会場の様子

長島和幸選手

鈴木紅夏選手

高
校
２
年
で
堂
々
、
全
国
第

２
位
に
入
賞
し
た
。
全
中
Ｖ

２
と
い
う
鳴
り
物
入
り
で
高

校
レ
ス
リ
ン
グ
デ
ビ
ュ
ー
を

果
た
し
た
木
村
だ
が
、
よ
う

や
く
全
国
で
優
勝
争
い
を
す

る
ま
で
力
を
つ
け
た
。俄
然
、

来
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
優

　

奈
良
市
中
央
体
育
館
で
行

わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
８

月
３
〜
６
日
）
に
、
群
馬
県

代
表
と
し
て
フ
リ
ー
ス
タ
イ

ル
74
㎏
級
に
出
場
し
た
木
村

政
貴
（
館
林
２
年
）
が
決
勝

ま
で
進
み
、
優
勝
は
僅
差
で

惜
し
く
も
逃
し
た
も
の
の
、

全国高校総体レスリング（館林）

全
国
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権

（
太

　
田

倶
楽
部

）

太田市レスリング協会

　PRIDEであれだけ勝ちまくっていた
ミルコやノゲイラ、シウバがUFCで敗
れたため、イメージ的にはUFCこそ世
界最高峰だという認識ができあがって
いるかのようだ。ブロック・レスナー
がそのレベルの高いUFCのヘビー級王
者ということで、「レスナー最強説」が
持ち上がっている。UFCは、レスリン
グとボクシングの技術を持ち合わせた
者が幅を利かせている。金網で囲まれ
ているため、押し込む力が強い者が有
利なのだ。そのため、レスラー出身が
多いが、元々アメリカのレスリング層
は、日本では想像付かないくらい厚い。
レスナーはその中のNCAA王者で、し
かもただデカくて力が強いだけでなく、
あの体でトップロープからシューティ
ング・スタープレスをやるのだから、
運動能力もズバ抜けている。まさに鬼
に金棒だ。ヒュードルを倒すのはレス
ナーしかいないという声もある。しか
し、どうだろう。確かにレスナーの強

さは桁外れだが、これこそ
「アスリートVS殺戮者」とい
う感じがする。ヒョードルは、
対ミルコ、対小川、対マーク・
ハントなど、すべて相手に

よって戦術を変え、全く危なげなく勝
利を収めている。これはもう、スポー
ツとか努力といったレベルを超えた
「殺戮者」「暗殺者」である。ヒョード
ルは穴がない。藤田和之のパンチでグ
ラついたことはあったが、レスナーが
勝つとしたらそのパターンしかない。
ヒョードルVSレスナーは、例えると
「トラVSヒグマ」である。デカいヒグ
マのド迫力のある暴れっぷりを見ると、
「ヒグマを仕留める動物はいないんじゃ
ないか？」と思うだろう。しかし、ロ
シアの動物学者テイブラモフによれば、
トラが捕食する対象動物の中の５％が
ヒグマである！　プロの殺戮者にか
かっては、ヒグマも餌食の一対象でし
かないのだ。パワーで勝るヒグマがト
ラに及ばないのは、スピードと一瞬で
急所を攻撃する「殺戮センス」である。
これがヒョードルとレスナーの戦いに
当てはまるような気がする。この両者
が対戦すれば、1908年に行われた初代
世界王者統一戦フランク・ゴッチ（ア
メリカ）VSジョージ・ハッケンシュ
ミット（ロシア）の現代版である！

（フリードリッヒ）

 Ｒ80
ブロック・レスナー最強論と

「トラVSヒグマ」
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休
泊
３
年
）
が
出
席
し
た
。

　

宝
泉
中
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

の
平
林
主
将
は
「
部
員
12
名

と
少
な
い
人
数
で
、
県
を
勝

ち
抜
き
、
関
東
で
は
自
分
た

ち
の
ス
タ
イ
ル
を
貫
き
、
３

位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
全
国
で
は
先
生
と
選
手

が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
悔
い

が
残
ら
な
い
よ
う
に
一
戦
一

戦
頑
張
り
ま
す
」。
萩
原
は

「
自
己
ベ
ス
ト
更
新
と
入
賞

を
目
指
す
！
」。荒
江
は
「
予

選
を
突
破
し
、
記
録
更
新
と

入
賞
を
目
指
し
ま
す
」
と
全

国
へ
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

清
水
聖
義
太
田
市
長
は
「
ベ

ス
ト
を
尽
く
し
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
選
手
に
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

　

こ
の
日
、
強
化
合
宿
の
た

め
欠
席
し
た
水
泳
の
富
澤
幸

久
（
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
、
北

１
年
）、
山
崎
恵
（
１
０
０

ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
、
旭
３
年
）、

田
部
井
秋
明
（
４
０
０
ｍ
自

由
形
、
尾
島
２
年
）
と
、
関

東
大
会
に
出
場
し
て
い
た
柔

道
の
山
田
奈
津
美
（
個
人
70 

kg
超
級
、
旭
３
年
）
も
全
国

大
会
に
出
場
す
る
。

　

太
田
市
、
群

馬
県
の
代
表
と

し
て
「
全
国
中

学
校
体
育
大
会
」

に
出
場
す
る
選

手
の
激
励
会
が

太
田
市
役
所
庁

議
室
で
行
わ
れ
、

全
国
出
場
を
決

め
た
宝
泉
中
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部

（
県
大
会
優
勝
、

関
東
大
会
３
位

▽
選
手
／
平
林

明
葉
、
木
暮
美

緒
、井
下
田
夏
子
、

深
井
美
乃
里
、

宮
本
玲
奈
、
金

谷
愛
美
、
鈴
木

清
夏
、野
口
真
冬
、

石
川
侑
奈
、
萩

原
芽
以
、
萩
原

茉
由
、
鈴
木
梨

紗
）
ら
と
、
陸

上
で
は
全
中
標

準
記
録
を
突
破

し
た
走
幅
跳
の

萩
原
拓
也
（
写

真
前
列
左
、
城

西
３
年
）、
走
高

跳
の
荒
江
雅
貴

（
写
真
前
列
右
、

　

太
田
市
営
陸
上
競
技
場

で
「
平
成
21
年
度
、
第
７

回
太
田
市
小
学
生
陸
上
記

録
会
（
７
月
25
日
）」
が
行

わ
れ
た
。
今
大
会
よ
り
７

月
11
日
に
亡
く
な
っ
た
故

内
田
徳
昭
氏
の
功

績
を
た
た
え
、
男

女
の
最
優
秀
選
手

に
贈
ら
れ
る
「
内

田
杯
」
を
制
定
し
、

１
０
０
ｍ
と
走
幅

跳
で
優
勝
を
飾
っ

た
荻
野
洸
介
選
手

（
宝
泉
）
と
片
海

万
優
子
選
手

（
同
）
に
内
田
杯

が
授
与
さ
れ
た
。

大
会
結
果
は
次
の

と
お
り
。（　

）
内

は
所
属
と
学
年
。

【
男
子
】50
ｍ（
１
・

２
年
生
）①
津
久
井

匠
海（
沢
野
小
１
）８
秒
78
②

新
井（
宝
泉
２
）③
中
山（
新

田
２
）▽
１
０
０
ｍ（
３
・
４

年
生
）①
竹
内
夏
輝（
Jr
陸
上

４
）15
秒
94
②
島
崎（
同
）③

長
澤（
新
田
４
）▽
同（
５
・
６

年
生
）①
荻
野
洸
介（
宝
泉

６
）14
秒
18
②
金
子（
Jr
陸
上

６
）
③
大
野（
宝
泉
５
）
▽

１
０
０
０
ｍ（
４
年
生
以
上
）

①
新
藤
開（
東
ラ
ン
６
）３
分

13
秒
16
②
斎
藤（
宝
泉
６
）③

飯
塚（
東
ラ
ン
６
）▽
走
幅
跳

（
同
）①
荻
野
洸
介（
宝
泉
６
）

４
ｍ
24
②
大
野（
同
５
）③
古

平（
新
田
６
）

【
女
子
】50
ｍ（
１
・
２
年
生
）

①
照
井
菜
月（
宝
泉
２
）８
秒

95
②
河
村（
同
）③
安
西（
新

田
１
）▽
１
０
０
ｍ（
３
・
４

年
生
）①
小
暮
優
衣（
南
小

４
）16
秒
18
②
高
田（
沢
野
中

央
小
４
）③
鹿
山（
宝
泉
４
）

▽
同（
５
・
６
年
生
）①
片
海

万
優
子（
宝
泉
６
）14
秒
31
②

津
久
井（
沢
野
小
５
）③
野
左

近（
旭
小
５
）▽
８
０
０
ｍ

（
４
年
生
以
上
）①
根
本
光

（
東
ラ
ン
６
）２
分
37
秒
42
②

相
原（
太
田
小
５
）③
斉
藤

（
城
西
小
６
）▽
走
幅
跳（
同
）

①
片
海
万
優
子（
宝
泉
６
）４

ｍ
07
②
宮
本（
Ｓ
Ｋ
６
）③
茂

木（
宝
泉
５
）

※
Jr
陸
上
＝
お
お
た
ス
ポ
ー

ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
陸

上
部
、宝
泉
＝
同
宝
泉
支
部
、

新
田
＝
同
新
田
支
部
、東
ラ
ン

＝
東
ラ
ン
ラ
ン
、Ｓ
Ｋ
＝
Ｓ
Ｋ

す
ぷ
り
ん
と

　

太
田
市
営
陸
上
球
技
場
で

「
平
成
21
年
度
・
太
田
市
中

学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競

技
大
会
（
７
月
19
日
）」
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
大
会
で
男

子
走
り
高
跳
び
に
出
場
し
た

荒
江
雅
貴
（
休
泊
３
年
）
が

１
ｍ
80
の
大
会
新
で
優
勝
を

飾
っ
た
。
大
会
結
果
は
次
の

と
お
り
。（　

）
内
は
学
校
名

と
数
字
は
学
年
。

【
男
子
】１
０
０
ｍ（
１
年
）①

平
木
隆
之
助（
城
西
）13
秒
01

②
三
反
田（
同
）③
川
村（
木

崎
）▽
同（
２
年
）①
長
取
博

也（
木
崎
）12
秒
25
②
半
田

（
宝
泉
）③
井
上（
城
東
）▽
同

（
３
年
）①
畑
本
顕
司（
旭
）11

秒
96
②
片
海（
城
西
）③
荒
江

（
休
泊
）▽
１
５
０
０
ｍ（
１

年
）①
大
塚
瑞
季（
宝
泉
）４

分
47
秒
48
②
栗
原（
休
泊
）③

久
保
田（
城
西
）▽
同（
２・
３

年
）①
久
保
田
英
司（
城
西

３
）４
分
21
秒
47
②
吉
澤（
旭

３
）
③
星（
城
西
３
）
▽

２
０
０
ｍ
①
萩
原
拓
也（
城

西
３
）23
秒
95
②
畑
本（
旭

３
）③
片
海（
城
西
３
）▽

４
０
０
ｍ
①
橋
本
滉
次
郎

（
生
品
３
）56
秒
77
②
安
城

（
同
）③
橋
本（
休
泊
３
）▽

８
０
０
ｍ
①
久
保
田
英
司

（
城
西
３
）２
分
６
秒
81
②
星

（
同
）③
上
原（
生
品
３
）▽

３
０
０
０
ｍ
①
吉
澤
雄
喜

（
旭
３
）10
分
１
秒
33
②
酒
井

（
薮
塚
２
）③
石
川（
生
品
３
）

▽
１
１
０
ｍ
Ｈ
①
鹿
山
瑞
貴

（
城
西
３
）16
秒
57
②
戸
室

（
生
品
３
）③
三
瓶（
南
３
）▽

走
高
跳
①
荒
江
雅
貴（
休
泊

３
）１
ｍ
80
＝
大
会
新
②
石

橋（
生
品
３
）③
奥
山（
薮
塚

３
）▽
走
幅
跳
①
萩
原
拓
也

（
城
西
３
）６
ｍ
20
②
中
島

（
南
３
）③
井
上（
城
東
２
）▽

希（
南
）４
ｍ
79
②
小
暮（
生

品
）③
東
都（
城
東
）▽
同

（
２・
３
年
）①
南
山
知
花（
南

２
）４
ｍ
76
②
山
口（
旭
３
）

③
島
田（
尾
島
３
）▽
２
０
０

ｍ
①
荻
野
諒
子（
毛
里
田
２
）

26
秒
84
②
池
田（
城
西
３
）③

富
島（
休
泊
２
）▽
８
０
０
ｍ

①
齋
藤
亜
莉
沙（
宝
泉
３
）２

分
26
秒
73
②
髙
橋（
休
泊
１
）

③
栗
原（
木
崎
２
）
▽

１
５
０
０
ｍ
①
髙
橋
美
緒

（
休
泊
１
）５
分
１
秒
66
②
齋

藤（
宝
泉
３
）③
岡
本（
城
西

３
）▽
１
０
０
ｍ
Ｈ
①
早
田

え
り（
休
泊
３
）16
秒
08
②
吉

田（
旭
２
）③
小
山（
休
泊
２
）

▽
走
高
跳
①
太
田
彩
音（
城

西
３
）１
ｍ
50
②
岩
瀬（
宝
泉

２
）、小
谷
内（
薮
塚
３
）▽
砲

丸
投
①
竹
内
嘉
菜（
生
品
３
）

９
ｍ
35
②
田
中（
旭
３
）③
正

田（
生
品
３
）▽
４
×
１
０
０

ｍ
Ｒ
①
休
泊
52
秒
95
②
生
品

③
旭

【
総
合
順
位
】男
女
総
合
①

休
泊
１
６
７
点
②
城
西
１
４
０

点
③
生
品
、旭
１
２
７
点
▽

男
子
総
合
①
城
西
１
０
８
点

②
休
泊
75
点
③
旭
73
点
▽
女

子
総
合
①
休
泊
92
点
②
生
品

57
点
③
旭
54
点

男
女
総
合
優
勝
は
休
泊
中
！

平
成
21
年
度
太
田
市
中
体
連
陸
上
競
技
大
会

砲
丸
投
①
斉
藤
圭
亮（
生
品

３
）11
ｍ
21
②
新
島（
東
３
）

③
島
田（
城
東
２
）▽
４
×

１
０
０
ｍ
Ｒ
①
城
西
46
秒
47

②
生
品
③
旭

【
女
子
】１
０
０
ｍ（
１
年
）①

福
島
彩
希（
南
）13
秒
52
②
前

原（
薮
塚
）③
浅
野（
同
）▽
同

（
２
年
）①
荻
野
諒
子（
毛
里

田
）13
秒
23
②
入
小（
薮
塚
）

③
鈴
木（
生
品
）▽
同（
３
年
）

①
池
田
由
希（
城
西
）13
秒
14

②
早
田（
休
泊
）③
高
田（
同
）

▽
走
幅
跳（
１
年
）①
福
島
彩 太田市小学生陸上記録会太太太田市市市小小小学学学生生生

荻野（男子）
生生生陸陸陸上上上記記録録会会会生
片海（女子）

太田市全中出場選手激励会

最優秀選手（内田杯）は

全中出場選手と清水太田市長（中央）、岡田教育長

男子総合優勝の城西中

男女総合優勝の休泊中
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おおたスポーツアカデミー事務局
太田市飯塚町1059
電話 0276－45－8117

なぎなた競技会

　ジュニアサッカー部５年生15名、６年生20名、計35名の選手が参加して、
７月18日（土）から20日（月）、菅平高原（長野県）で合宿を行い、同地で開催さ
れた「やまび
こＣＵＰ」に
参加した。６
年生チームは、
準優勝と大い
に健闘し、実
りのある合宿
となった。

　７月27日（月）、勤労会館において「群馬県中学校総合体育大会出場チーム
激励会」が行われた。男子10種目10校代表選手23人、女子11種目14校代表選
手24人が揃い、一人ひとりが県大会に向けて力強く決意を新たにした。

ジュニアサッカー部、
菅平合宿「やまびこＣＵＰ」準優勝！

館林市スポーツ少年団

太田市代表として決意新たに！

ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
レ
ス

リ
ン
グ
、
剣
道
）
が
終
了
し

た
。
各
競
技
の
結
果
は
次
の

と
お
り
（
ガ
ン
バ
配
布
地
域

の
み
掲
載
。
軟
式
野
球
は
ガ

ン
バ
１
０
０
号
に
掲
載
）。

【
卓
球
】
中
学
生
男
女
③
邑

楽
町
卓
球

【
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

男
子
１
組
②
新
田
③
太
田
南

▽
同
２
組
③
館
林
城
沼
▽
同

３
組
①
宝
泉
東
③
千
代
田
▽

女
子
１
組
①
太
田
南
▽
同
２

組
③
新
田
、
館
林
城
沼
▽
同

３
組
①
板
倉

【
柔
道
】
小
学
生
女
子
③
太

田
南
、
邑
楽
町
▽
中
学
生
男

子
②
長
良
（
館
林
）
③
太
田

中
央
▽
同
女
子
③
毛
里
田

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】
小
学
生

女
子
①
薮
塚
チ
ェ
リ
ー
ズ
③

強
戸
キ
ャ
ッ
ツ

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】小
学
生
女
子

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
①
群
馬
撫
子
▽

同
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
①
太
田
Ｖ
Ｂ
Ｃ

▽
男
子
③
大
泉
た
っ
き
ー
ず

【
レ
ス
リ
ン
グ
】
小
学
生
①

太
田
倶
楽
部
②
邑
楽
町
ジ
ュ

ニ
ア
▽
中
学
生
①
太
田
倶
楽

部
②
千
代
田
ジ
ュ
ニ
ア

【
剣
道
】小
学
生
男
女
４
年
生

②
山
田
雄
太（
館
林
赤
羽
剣

友
会
）③
高
橋
康
彦（
同
）▽
小

学
５・６
年
女
子
②
横
溝
実
香

（
館
林
剣
道
）▽
中
学
生
男
子

③
鯉
沼
克
仁（
尾
島
剣
道
）

　
日
韓
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
チ
ー
ム

の
栄
養
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど

を
務
め
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ

栄
養
学
の
第
一
人
者
と
し
て

活
躍
す
る
杉
浦
克
己
さ
ん

（
立
教
大
学
教
授
）
を
特
別

講
師
に
招
き
、「
育
ち
盛
り

の
子
ど
も
の
栄
養
に
つ
い

練
り
、
心
を
磨
き
、
気
力
を

高
め
、
体
力
を
養
う
と
共

に
、
団
員
相
互
の
親
睦
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
て
い
る
。
演
技
競
技
の

優
勝
者
と
試
合
競
技
の
入

賞
者
は
次
の
と
お
り
。

【
演
技
競
技
】
小
学
生
＝
阿

部
夢
有
・
木
戸
菜
々
子
組

▽
中
学
生
＝
石
川
竜
多
・
渡

辺
範
子
組
▽
高
校
生
＝
川

島
潤
一
郎
・
武
藤
輝
子
組

【
試
合
競
技
】
①
川
島
潤
一

郎
②
木
戸
菜
々
子
③
阿
部

夢
有
▽
初
心
者
①
田
嶋
渓

②
金
子
の
ぞ
み
③
石
川
竜

多

て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
平
成

21
年
度
太
田
市
健
康
づ
く
り

講
演
会
が
８
月
５
日
に
同
市

学
習
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
。

　
こ
の
講
演
会
で
杉
浦
さ
ん

は
「
小
さ
い
と
き
か
ら
親
が

一
緒
に
な
っ
て
食
育
を
身
に

ミニバス男子３組で優勝した宝泉東

小・中学生ともに団体優勝を飾った太田倶楽部

　
館
林
市
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団

主
催
の
「
平
成

21
年
度
（
第
５

回
）
館
林
市
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団

な
ぎ
な
た
競
技

会
（
７
月
25

日
）」
が
城
沼

総
合
体
育
館
剣

道
場
で
、
演
技

と
試
合
の
２
部

門
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
競
技

会
は
、
な
ぎ
な

た
の
正
し
い
指

導
に
よ
り
技
を

つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
」

と
自
身
の
経
験
を
交
え
な
が

ら
、
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
（
食

事
は
お
い
し
く
、
バ
ラ
ン
ス

ガ
イ
ド
で
チ
ェ
ッ
ク
。
朝
ご

飯
を
習
慣
に
。
間
食
も
上
手

に
活
用
。
水
分
補
給
を
忘
れ

ず
に
。
運
動
を
習
慣
に
し
て

体
軽
や
か
頭
シ
ャ
キ
ッ
と
）

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

食
育
の
大
切
さ
を
学
ぶ
！

太
田
市
健
康
づ
く
り
講
演
会

群馬県スポーツ少年団大会、
全９競技が終了！

　
５
月
９
日
か
ら
始
ま
っ
た

「
第
26
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

第
45
回
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
大
会
」
も
８
月
23
日
に

行
わ
れ
た
剣
道
大
会
で
全
９

競
技
（
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、

卓
球
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、柔
道
、ソ
フ
ト
ボ
ー
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　「
小
学
生
の
甲
子
園
」
と
言

わ
れ
て
い
る
「
高
円
宮
賜
杯
、

第
29
回
全
日
本
学
童
軟
式
野

球
大
会
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
が
８
月
15

日
か
ら
明
治
神
宮
野
球
場
を

主
会
場
に
開
催
。
７
月
28
日

に
県
代
表
の
休
泊
ジ
ュ
ニ
ア

（
太
田
市
代
表
）
の
団
結
式

が
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
４
０
７
太

田
店
で
行
わ
れ
た
。

　
団
結
式
に
は
監
督
は
じ
め

　『
第
23
回
ス
バ
ル
カ
ッ
プ

争
奪
・
太
田
市
学
童
軟
式
野

球
選
手
権
大
会
（
主
催
：
太

田
市
野
球
連
盟
、
後
援
：
太

田
市
教
育
委
員
会
・
太
田
市

ス
ポ
ー
ツ
課
、
協
賛
：
富
士

重
工
業
（
株
）群
馬
製
作
所
・

太
田
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
）』

の
決
勝
戦
が
、8
月
23
日
（
日
）

選
手
が
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で

参
加
。「
盛
大
な
団
結
式
を

開
催
し
て
い
た
だ
き
嬉
し
い
。

一
つ
で
も
多
く
試
合
が
で
き

る
よ
う
元
気
を
出
し
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
」
と
中
島
勝
久

監
督
。
根
岸
諒
祐
主
将
は

「
初
戦
突
破
を
目
標
に
一
戦

一
戦
全
員
野
球
で
頑
張
り
ま

す
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。
選

手
全
員
が
一
言
ず
つ
意
気
込

み
を
述
べ
、
大
会
で
使
用
す

太
田
市
由
良
町
の
八
千
代
球

場
で
行
わ
れ
た
。決
勝
戦
は
、

宝
東
小
メ
ジ
ャ
ー
ズ
が
14
│

7
で
木
崎
少
年
野
球
部
を
下

し
、
見
事
優
勝
を
飾
っ
た
。

個
人
賞
は
最
優
秀
選
手
賞
に

高
田
紗
輝
選
手
（
宝
東
小
）、

敢
闘
賞
に
末
広
優
也
選
手

（
木
崎
）
が
選
ば
れ
た
。
試

　
太
田
市
運
動
公
園
野
球
場

を
主
会
場
に
東
毛
地
区
の
学

童
野
球
16
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
「
第
10
回
東
毛
地
区
学
童

野
球
大
会
」（
主
催
／
上
毛
新

聞
社
太
田
支
社
、
共
催
／
エ

フ
エ
ム
太
郎
、
主
管
／
太
田

市
野
球
連
盟
、
後
援
／
群
馬

テ
レ
ビ
、
太
田
市
行
政
管
理

公
社
、
協
賛
／
カ
ル
ピ
ス
、

三
国
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン

グ
、
関
口
新
聞
店
、
会
期
／

８
月
２
日
・
８
日
・
９
日
）

が
行
わ
れ
た
。
決
勝
は
、
大

原
少
年
野
球
会
と
宝
南
ス
ピ

リ
ッ
ト
の
太
田
勢
の
対
決
と

な
っ
た
が
、
序
盤
か
ら
リ
ー

ド
を
広
げ
た
大
原
が
８
│
２

で
宝
南
を
下
し
、
大
会
初
優

勝
を
飾
っ
た
。
最
優
秀
選
手

に
は
矢
野
涼
選
手
（
大
原
）、

敢
闘
賞
に
は
桑
子
廉
選
手

（
宝
南
）
が
選
ば
れ
た
。【
試

合
結
果
は
次
の
通
り
】
１
回

戦
＝
宝
南
ス
ピ
リ
ッ
ト
（
太

田
）
９
│
２
十
小
野
球
ク
ラ

ブ
（
館
林
）、桜
木
チ
ェ
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
桐
生
）
９
│
６
中

合
結
果
は
次
の
通
り

【
試
合
結
果
】
1
回
戦
＝
大

原
少
年
野
球
会
８
│
５
毛
子

連
パ
ワ
ー
ズ
、
尾
島
ビ
ガ
ー

ズ
８
│
５
韮
西
小
ウ
エ
ス
ト

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
、
九
合
流
星

10
│
７
リ
ト
ル
宝
雄
、
強
戸

イ
ー
グ
ル
ス
10
│
７
リ
ト
ル

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
、
沢
小
フ

レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
７
│
６
オ
ー

ル
毛
里
田
、
木
崎
少
年
野
球

部
11
│
１
城
西
小
ペ
ガ
サ
ス
、

リ
ト
ル
駒
形
７
│
５
宝
泉
リ

ト
ル
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、
休
泊

ジ
ュ
ニ
ア
20
│
０
オ
ー
ル
沢

野
ラ
イ
オ
ン
ズ
、
中
央
ス

タ
ー
ズ
19
│
３
東
小
ム
ー
ン

ラ
イ
ト
、
リ
ト
ル
雄
飛
５
│

１
宝
南
ス
ピ
リ
ッ
ト
、
生
品

リ
ト
ル
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
15

│
４
薮
塚
リ
ト
ル
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
、
鳥
小
リ
ト
ル
バ
ー

ド
11
│
４
旭
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス

▽
２
回
戦
＝
大
原
９
│
２
沢

野
メ
ッ
ツ
、
尾
島
20
│
２
九

合
、
強
戸
13
│
12
沢
小
、
木

崎
６
│
５
駒
形
、
休
泊
９
│

５
中
央
、
韮
川
ビ
ッ
グ
４
│

２
薮
塚
ド
リ
ー
ム
ズ
、
雄
飛

９
│
２
生
品
、
宝
東
小
18
│

０
鳥
小
▽
準
々
決
勝
＝
尾
島

15
│
10
大
原
、
木
崎
10
│
９

強
戸
、
休
泊
８
│
１
韮
川
、

宝
東
小
５
│
１
雄
飛
▽
準
決

勝
＝
木
崎
５
│
３
尾
島
、
宝

東
小
10
│
９
休
泊
▽
決
勝
＝

宝
東
小
14
│
７
木
崎

敢闘賞・末広優也（木崎） 最優秀選手賞・高田紗輝（宝東小）

大
原
少
年
野
球
会
初
優
勝
！

東
毛
地
区
学
童
野
球
大
会

全
国
大
会
に
向
け

団
結
式
を
行
う
！

休
泊
ジ
ュ
ニ
ア

優
勝
！

宝
東
小
メ
ジ
ャ
ー
ズ 

ス
バ
ル
カ
ッ
プ
争
奪
太
田
市
学
童
選
手
権

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

央
ジ
ュ
ニ
ア
タ
イ
ガ
ー
ス

（
み
ど
り
）、
韮
西
小
ウ
エ
ス

ト
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
（
太
田
）

８
│
７
高
島
小
野
球
ク
ラ
ブ

（
邑
楽
）、
オ
ー
ル
毛
里
田

（
太
田
）
８
│
１
四
小
ク
ラ

ブ
（
館
林
）、
大
原
少
年
野

球
会
（
太
田
）
７
│
３
東
ド

リ
ー
ム
ズ
（
み
ど
り
）、オ
ー

ル
境
野
子
供
会
（
桐
生
）
３

│
２
三
小
メ
ッ
ツ
（
館
林
）、

城
西
小
ペ
ガ
サ
ス
（
太
田
）

12
│
２
千
代
田
東
小
サ
ン

ダ
ー
ス
（
邑
楽
）、
薮
塚
ド

リ
ー
ム
ズ
（
太
田
）
11
│
６

天
沼
野
球
ク
ラ
ブ
（
桐
生
）

▽
２
回
戦
＝
宝
南
５
│
４
桜

木
、
毛
里
田
５
│
４
韮
西
、

大
原
２
│
１
境
野
、
薮
塚
14

│
５
城
西
▽
準
決
勝
＝
宝
南

７
│
５
毛
里
田
、
大
原
５
│

３
薮
塚
▽
決
勝
＝
大
原
８
│

２
宝
南

【
大
原
少
年
野
球
会
】
監
督

／
小
川
悟
▽
コ
ー
チ
／
星
野

晴
夫
・
横
山
宏
幸
▽
選
手
／

茂
木
直
斗
（
主
将
）、矢
野
涼
、

足
立
哲
也
、
中
島
彩
暉
、
吉

岡
拓
也
、
清
水
瞭
、
中
島
美

南
、
久
保
田
蓮
、
清
水
陽
介
、

岡
田
泰
大
、
原
田
直
輝
、
野

口
怜
也
、
吉
田
裕
斗
、
鏑
木

祐
汰
、
久
保
田
広
徳
、
岡
田

将
弥
、
星
野
祥
樹
、
清
水
大

翔
、
簑
輪
大
暉
、
鏑
木
貴
裕

優勝した大原少年野球会

準優勝の宝南スピリット

　

優勝した宝東小メジャーズ

準優勝の木崎少年野球部

る
横
断
幕
に
意
気
込
み
を
寄

せ
書
き
し
た
。
同
店
の
出
井

店
長
は
「
日
頃
の
頑
張
り
を

本
番
で
悔
い
の
な
い
よ
う
に

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
く
だ
さ

い
」
と
選
手
た
ち
に
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

　
な
お
、
８
月
16
日
に
行
わ

れ
た
同
大
会
の
２
回
戦
で
、

２
年
連
続
８
回
目
の
出
場
と

な
る
強
豪
、
滋
賀
県
代
表
の

多
賀
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
と
対

戦
し
た
が
、０
│
８
で
敗
れ
、

初
戦
突
破
の
目
標
は
果
た
せ

な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
同
大

会
の
優
勝
は
西
南
部
サ
ン

ボ
ー
イ
ズ
（
石
川
県
代
表
）、

準
優
勝
は
多
賀
少
年
野
球
ク

ラ
ブ
だ
っ
た
。
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　前号の水の体内循環でもお伝えしたとお
り、私たちが健康を維持するためには水の
補給が必要不可欠なのです。「就寝前と起
床時にコップ１～２杯の水を飲むと良い」
と言われ、実践している方も多いようです。
人は睡眠中に意外なほど汗をかくものです。
就寝前は睡眠中に失われる水分を補うため、
そして、起床時は胃腸の働きを活発にさせ
るためと言われています。ただし、睡眠中
は腎機能が低下するため、寝る直前に水を
飲むのは良くないそうです。少なくとも就
寝の２時間ほど前に飲むことが推奨されて
います。勿論、健康に良いとされるのは「常
温水」の摂取ということが前提ですが、最
近では常温水を飲む習慣が少なくなってい
るような気がします。というのも、近年の
日本の水事情が変化していることに関係が
あるようです。日本ミネラルウォーター協
会によれば、統計を取り始めた1986年以
降、ミネラルウォーターの消費量は年々増
え続け、2008年には、一人当たりの消費
量は19.7㍑となり、22年間で約28倍に

まで拡大したということです。しかし、私た
ちが口にするミネラルウォーターは、コンビ
ニなどに置いてあるペットボトルタイプのも
のが多く、その殆どが冷蔵ケースで冷やされ
販売されています。今では、国産・輸入併せ
て数十種類もあるミネラルウォーターですが、
常温で飲めるミネラルウォーターは非常に少
ないようです。水の味は常温で飲むと良くわ
かります。言い換えれば常温で飲める水は美
味しいと言うことになりますね。世界一安全
と言われる日本の水道水も残留塩素などの問
題がマスコミに取り上げられ始めてからは、
水道水をそのまま飲む人も少なくなっている
ようです。ただ、ミネラルウォーターという
名称から、ミネラルを多く含んだ飲料水と思っ
ているかたも多いようですが、ミネラルウォー
ターに含まれる程度の量ではミネラル摂取の
効果は全く期待できないそうです。また、ミ
ネラル成分の品質規定もありませんし、水質
基準や水質検査間隔などの規制も水道水に比
べ、はるかに緩いものなのです。世界一安全
と言われる水道水の水質基準は46項目もの
規制がありますが、ミネラルウォーターには、
たった15項目の規制が設けられているだけな
のです。
 （つづく）

水と環境

太田市・今治市

姉妹都市スポーツ交流事業

ようこそインディアナのレスラーたち！
日米親善レスリング交流事業

～日本の水事情～

　
千
葉
県
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

連
盟
主
催
の
「
第
４
回
エ

ア
ロ
ビ
ッ
ク
・
フ
ラ
ワ
ー

カ
ッ
プ
千
葉
２
０
０
９
」

の
演
技
部
門
（
８
月
２
日
、

千
葉
市
美
浜
ホ
ー
ル
）
と

年
代
別
フ
ラ
イ
ト
選
手
権

（
８
月
16
日
、
千
葉
ポ
ー
ト

ア
リ
ー
ナ
）
が
行
わ
れ
、

Ｓ
Ｋ
Ｊ
（
太
田
市
）
所
属

の
選
手
が
各
部
門
で
上
位

に
名
を
連
ね
た
。
杉
原
良

依
代
表
は
「
次
の
大
会
に

向
け
て
、
好
ス
タ
ー
ト
が

切
れ
た
」
と
話
す
。
Ｓ
Ｋ

Ｊ
所
属
選
手
の
大
会
結
果

は
次
の
と
お
り
、（
　
）
内

は
学
校
名
と
学
年
。

【
演
技
部
門
】
シ
ン
グ
ル
ユ
ー

ス
▽
Ｕ
―
10
①
川
崎
千
晴
（
太

田
小
５
）
▽
Ａ
Ｇ
１
（
12
〜
14

歳
）
①
斉
藤
瑞
己
（
太
田
西
中

１
）
②
北
爪
凛
々
（
太
田
東
小

６
）
③
金
井
拓
海
（
尾
島
中

１
）
▽
Ａ
Ｇ
２
（
15
〜
17
歳
）

②
内
藤
沙
弥
（
太
田
東
高
１
）

◆
ト
リ
オ
▽
Ａ
Ｇ
１
①
Ｓ
Ｋ
Ｊ

グ
ロ
リ
ア
＝
深
澤
優
姫
（
太
田

南
１
）、
金
井
拓
海
、
斉
藤
瑞

己
②
Ｓ
Ｋ
Ｊ
ス
リ
ー
ブ
ラ
イ
ト

＝
小
俣
悠
里
（
太
田
中
央
小

５
）、
北
爪
凛
々
、
萩
本
麻
耶

（
毛
里
田
小
５
）
▽
Ａ
Ｇ
２
優

秀
賞
・
Ｓ
Ｋ
Ｊ
プ
ラ
イ
ド
＝
田

島
千
尋
（
太
田
商
１
）、
田
島

衣
純
（
大
泉
高
１
）、
本
間
史

菜
（
太
田
北
中
２
）
※
シ
ン
グ

ル
ス
ユ
ー
ス
Ａ
Ｇ
１
で
優
勝
を

飾
っ
た
斉
藤
が
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
該
当

す
る
「
千
葉
県
教
育
委
員
会
教

育
賞
」
を
獲
得
し
た
。

【
年
代
別
フ
ラ
イ
ト
選
手
権
】

小
学
生
▽
１
・
２
年
①
横
田
一

翔
（
休
泊
１
）
▽
３
・
４
年
①

相
澤
未
来
（
薮
塚
本
町
４
）
③

長
澤
久
美
子
（
休
泊
４
）
▽

５
・
６
年
①
北
爪
凛
々
（
太
田

東
６
）
②
萩
本
麻
耶
（
毛
里
田

５
）
◆
中
学
生
①
斉
藤
瑞
己

（
太
田
西
１
）
③
深
澤
優
姫

（
太
田
南
１
）
◆
高
校
生
①
内

藤
沙
弥
（
太
田
東
１
）
②
田
島

千
尋
（
太
田
商
１
）
※
小
・

中
・
高
校
生
の
各
部
門
か
ら

優
秀
選
手
に
贈
ら
れ
る
「
千
葉

県
教
育
委
員
会
教
育
賞
」
に

北
爪
、
斉
藤
、
内
藤
が
選
ば
れ

た
。

　
太
田
市
と
の
合
併
前
か

ら
姉
妹
都
市
関
係
に
あ
っ

た
旧
尾
島
町
と
青
森
県
弘

前
市
。
平
成
４
年
度
か
ら

隔
年
で
訪
問
し
あ
う
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
交
換
交

流
を
行
っ
て
き
た
が
、
今

回
は
、
弘
前
市
の
小
中
学

生
と
保
護
者
、
同
市
職
員

ら
計
33
人
が
太
田
市
を
訪

れ
、
尾
島
ね
ぷ
た
ま
つ
り

や
野
球
の
交
流
試
合
、
富

　
平
成
11
年
に
今
治
市
で

行
わ
れ
た
南
北
朝
歴
史
サ

ミ
ッ
ト
を
機
に
交
流
が
始

ま
り
、
平
成
14
年
に
姉
妹

都
市
提
携
を
結
ん
だ
今
治

市
と
太
田
市
。
今
年
10
年

目
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
交
流

事
業
。
今
回
は
、
今
治
市

か
ら
国
分
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

　
７
月
27
日
か
ら
８
月
７

日
ま
で
、
今
年
も
ア
メ
リ

カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
か

ら
遠
征
チ
ー
ム
が
来
日
、

千
代
田
、太
田
市
、前
橋
市
、

邑
楽
町
、
明
和
町
、
館
林

市
を
サ
ー
キ
ッ
ト
し
、
各

地
区
で
親
善
試
合
や
合
同

練
習
、
観
光
や
バ
ー
ベ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
指
導

者
と
選
手
、
保
護
者
、
同

市
関
係
者
ら
計
27
人
が
19

日
、
太
田
市
を
訪
れ
、
21

日
ま
で
の
３
日
間
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て

交
流
を
深
め
た
。
20
日

（
木
）
は
、
太
田
市
運
動
公

園
市
民
体
育
館
で
、
太
田

商
業
高
校
女
子
バ
ス
ケ

部
・
近
藤
明
男
コ
ー
チ
と

部
員
ら
に
よ
る
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
や

地
元
太
田
市
の
強
戸
ミ
ニ

バ
ス
、
新
田
ミ
ニ
バ
ス
と

の
交
流
試
合
が
行
わ
れ
た
。

交
流
試
合
終
了
後
の
閉
会

式
で
は
、
国
分
ミ
ニ
バ
ス

の
松
尾
政
明
コ
ー
チ
に
続

き
挨
拶
に
立
っ
た
山
口
智

子
主
将
は
「
太
田
商
業
高

校
バ
ス
ケ
部
の
皆
さ
ん
か

ら
教
わ
っ
た
事
を
こ
れ
か

ら
の
練
習
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨

士
重
工
業
矢
島
工
場
の
見

学
な
ど
を
通
し
て
交
流
を

深
め
た
。15
日
（
土
）
に
は
、

太
田
市
運
動
公
園
野
球
場

で
弘
前
市
福
村
ガ
ッ
ツ
と

太
田
市
尾
島
ビ
ガ
ー
ズ
の

少
年
野
球
交
流
試
合
が
行

わ
れ
た
。
ス
タ
ン
ド
で
応

援
す
る
弘
前
市
福
村
ガ
ッ

ツ
の
保
護
者
は
「
尾
島
ね

ぷ
た
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
ん
な
に
遠

キ
ュ
ー
な
ど
で
交
流
を
深

め
た
。
こ
の
交
流
事
業
が

始
ま
っ
て
か
ら
19
年
目
。

20
年
目
と
な
る
来
年
は
、

「
高
校
で
レ
ス
リ
ン
グ
を
や

り
た
い
」
と
い
う
中
学
生
を

中
心
に
構
成
さ
れ
る
群
馬
県

チ
ー
ム
が
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ

州
へ
乗
り
込
む
年
と
な
る
。

く
離
れ
た
場
所
で
ね
ぷ
た

を
見
ら
れ
て
感
激
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
日
は
こ
ん

な
立
派
な
人
工
芝
の
球
場

で
試
合
を
さ
せ
て
も
ら
い

親
子
共
々
、
夏
休
み
の
い

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
」

と
語
っ
て
い
た
。

日
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
仲

良
く
な
っ
た
強
戸
や
新
田

の
み
ん
な
と
試
合
が
出
来

て
、
夏
休
み
の
い
い
体
験

が
出
来
ま
し
た
。
遠
く
離

れ
た
今
治
市
と
太
田
市
で

す
が
、
同
じ
競
技
を
す
る

者
同
士
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
。
太
田
市
の
関
係
者
の

皆
さ
ん
、
暑
い
中
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
、
会
場
は
大
き
な
拍

手
に
包
ま
れ
た
。

ＳＫＪの選手が活躍！
エアロビック・フラワーカップ千葉

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
換
交
流
事
業

弘
前
市
・
太
田
市

演技部門の入賞者年代別フライト選手権の入賞者

福村・成田健人、尾島・田中拓樹
両主将による選手宣誓

交流試合の様子

強戸、新田、国分の選手たち

クリニックの様子

太田保護者会から贈られた「甚平」を着て記念に一枚！
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「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
シ
ャ
ワ
ー
」

体
験
モ
ニ
タ
ー
募
集
！

優
勝
！

太
田
商
男
子
バ
ス
ケ
部

ホ
シ
ノ
カ
ッ
プ

寄
せ
、
５
０
０
万
部
を
超
す

大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
な

り
、
そ
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
ラ

イ
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
。
現

在
は
小
学
校
教
諭
と
し
て
勤

務
し
て
い
る
乙
武
洋
匡
氏
を

ニ
ッ
ク
シ
ャ
ワ
ー
」
の
最
大

の
特
徴
は
高
い
洗
浄
力
で
す
。

シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
か
ら
出
る

水
は
、
日
本
の
伝
統
技
術
で

作
ら
れ
た
炭

の
力
で
塩
素

や
鉄
さ
び
、

臭
い
な
ど
が

取
り
除
か
れ

活
性
化
さ
れ

た
『
湧
き
水
』

の
よ
う
な
水

に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。

水
の
分
子
が

　
大
学
時
代
に
障
害
者
と
し

て
の
生
活
体
験
を
つ
づ
っ
た

『
五
体
不
満
足
』
を
執
筆
し
、

「
障
害
は
不
便
で
す
。し
か
し
、

不
幸
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
読
者
を
引
き

　
先
月
発
売
さ
れ
た
「
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
シ
ャ
ワ
ー
」
の
体

験
モ
ニ
タ
ー
（
若
干
名
様
）

を
募
集
し
ま
す
。「
オ
ー
ガ

小
さ
い
の
で
、
汚
れ
に
素
早

く
浸
透
し
、
石
鹸
や
シ
ャ
ン

プ
ー
な
ど
を
使
わ
ず
に
頭
皮

や
毛
髪
、
体
の
汚
れ
を
落
と

す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
髪
や

肌
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
少
な
く
、

特
に
ア
ト
ピ
ー
や
皮
膚
疾
患

な
ど
で
お
悩
み
の
方
や
敏
感

肌
の
方
な
ど
に
お
薦
め
で
す
。

モ
ニ
タ
ー
募
集
は
、
ガ
ン
バ

配
布
エ
リ
ア
内
に
お
住
ま
い

で
、
体
験
後
、
簡
単
な
ア
ン

ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
け

る
方
。
体
験
期
間
は
１
週
間

で
す
。
体
験
モ
ニ
タ
ー
希
望

の
方
は
、
電
話
に
て
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。（
有
）
ソ

フ
ト
ハ
ウ
ス
（
電
話
３
０
・

５
５
７
９
、
担
当
／
植
木
）

ま
で
。

招
き
、
太
田
青
年
会
議
所
創

立
45
周
年
記
念
講
演
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
と
題
し
た
講
演
会

が
太
田
市
社
会
教
育
総
合
セ

ン
タ
ー
（
１
階
ホ
ー
ル
）
で

９
月
６
日
（
日
）
午
後
３
時

か
ら
４
時
45
分
ま
で
（
開
場

は
午
後
２
時
）開
催
さ
れ
る
。

入
場
は
無
料
で
、
当
日
の
入

場
は
先
着
順
。
定
員
に
な
り

次
第
締
切
。
※
駐
車
場
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
。
乗
り
合

わ
せ
、
ま
た
は
送
迎
で
お
願

い
し
ま
す
。

　
恒
例
と
な
っ
た
上
州
太
田

ス
バ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
る
。
詳
細
は

次
の
と
お
り
。
▽
日
時
／
10

月
25
日
（
日
）
雨
天
決
行
。

選
手
受
付
＝
午
前
６
時
30
分

〜
７
時
15
分
、
ス
タ
ー
ト
＝

午
前
８
時
〜
▽
会
場
／
太
田

市
運
動
公
園
▽
種
目
（
コ
ー

ス
名
・
距
離
）
／
か
ら
っ

風
・
10
㎞
、
松
風
・
５
㎞
、

風
の
子
・
２
㎞
▽
参
加
資
格

／
健
康
な
方
。
※
小
・
中
・

高
校
生
は
保
護
者
の
同
意
が

必
要
（
未
就
学
児
の
参
加
は

不
可
）
▽
参
加
費
／
一
般
＝

２
千
円
、
高
校
生
＝
千
円
、

小
・
中
学
生
＝
５
百
円
（
傷

害
保
険
料
含
む
）
▽
申
込
・

申
込
期
限
／
９
月
４
日
（
金
）

消
印
有
効
。
所
定
の
郵
便
振

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
参
加
費
を
振
り
込
む

（
別
途
手
数
料
１
２
０
円
、

窓
口
扱
い
）
か
直
接
、
太
田

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。
ま

た
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
か
ら

入
金
で
き
る
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｓ

（http://w
w
w
.runnet.

jp/

）
も
利
用
可
能
（
別
途

　
渋
川
高
校
体
育
館
で
「
第

７
回
ホ
シ
ノ
カ
ッ
プ
」
が
８

月
22
、
23
日
の
両
日
に
、
県

内
の
高
校
９
校
が
参
加
し
、

勝
を
飾
っ
た
。
ま
た
、
大
会

ベ
ス
ト
５
に
太
田
商
の
渡
辺

info@
otajc.com

　
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

otajc.com
/

）
ま
で
。

予
選
ブ
ロ
ッ
ク
と
決
勝
リ
ー

グ
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
大
会

に
初
参
加
し
た
太
田
商
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
優

▽
お
問
い
合
わ
せ
／
（
社
）

太
田
青
年
会
議
所
（
電
話
４

８
・
１
１
０
３
、
メ
ー
ル

優
介
と
正
田
光
輝
が
選
ば
れ

た
。

　『原因療法』とは、ある一つの考
えであり、今わかる限りの原因を追
究し続ける意識を持って生活をする
ことです。例えば何か機械が壊れた
とします、どこの部品が壊れたのか
原因を追究し壊れた部品を交換する
ことも『原因療法』的意識ですが、
さらに、その機械の使い手に操作上
のミスはなかったのかという具合に
使い手にまで原因を追究していくの
も『原因療法』的意識です。この世
の全てのことが『原因、結果の法則』
ですから、結果だけに注目し、結果
だけを変えることを『対処療法』と

言い、原因から変えていくことを『原
因療法』というわけです。病気を例
にとっても『症状』という結果だけ
に注目し『症状』だけを変えてもそ
れは真の健康とは言えません。『原
因』は何も変わってないのですから
また同じ病気を繰り返すことになる
でしょう。また同じ病気にならない
ようにするために『原因』である自
然治癒力の低下に注目をして自然治
癒力を大きくすれば、たとえ病気や
症状があったとしてもその人は真の
健康を手にした人といえるでしょう。
『原因療法』的健康の考えは自然治癒
力を大きくすることを続ける意識を
持つことです。

健翔整体院群馬治療室院長／加藤久雄

太
田
Ｊ
Ｃ
創
立
45
周
年

記
念
講
演「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

乙
武
洋
匡
氏
講
演
会

上
州
太
田
ス
バ
ル
マ
ラ
ソ
ン

参
加
者
募
集
！

手
数
料
２
百
円
）。

▽
お
問
い
合
わ
せ
／
大
会

事
務
局
（
太
田
市
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
、
太
田
市
運
動
公

園
内
）
電
話
４
５
・
８
１
１

８
ま
で
。

　
本
紙
で
は
地
域
の

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
情

報
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
大
会
要
項
・
結

果
・
成
績
・
写
真
等
、

ガ
ン
バ
編
集
部
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
送
り
い
た

だ
い
た
写
真
等
は
返

却
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
紙
面
等
の
都
合

に
よ
り
掲
載
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。
編
集

部
か
ら
連
絡
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で

必
ず
、
お
名
前
、
電

話
番
号
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

【
あ
て
先
】
〒
３
７
３

│
０
８
３
３ 

太
田
市

牛
沢
町
１
８
３
│
１

（
17
・
23
）
㈲
ソ
フ
ト

ハ
ウ
ス
ガ
ン
バ
編
集

部
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
５

０
・
３
５
０
７
・
２

８
１
２
） 

メ
ー
ル

s
o
ft
h
o
u
s
e
@

b
lu
e
.o
c
n
.n
e
.jp

ま
で
。

ス
ポ
ー
ツ
情
報
募
集
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千
葉
県
佐
倉
市
民
体
育
館
で

「
全
国
高
校
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
選

手
権
大
会
（
８
月
17
〜
19
日
）」

が
開
か
れ
た
。
55
㎏
級
に
出
場
し

た
池
田
圭
介
（
館
林
Jr
│
館
林
３

年
）
が
、
失
点
の
少
な
い
堅
実
な

レ
ス
リ
ン
グ
を
展
開
し
、
見
事
優

勝
を
果
た
し
た
。

　

池
田
は
館
林
ジ
ュ
ニ
ア
で
レ
ス

リ
ン
グ
の
基
礎
を
磨
き
、
高
校
で

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
た
が
、
55
㎏

級
と
い
う
高
校
レ
ス
リ
ン
グ
の
激

戦
区
で
あ
り
、
減
量
苦
と
度
重
な

る
肩
の
故
障
に
泣
か
さ
れ
、
全
国

タ
イ
ト
ル
に
手
が
届
か
な
か
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ベ
ス
ト
８
と
不
本

意
な
成
績
が
彼
の
闘
志
に
火
を
つ

け
、
得
意
と
す
る
グ
レ
コ
ロ
ー
マ

ン
で
遂
に
念
願
の
全
国
初
タ
イ
ト

ル
を
獲
得
し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
・
バ
ー
ミ
ン
ガ

ム
で
開
催
さ
れ
る
「
２
０
０
９

世
界
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
選
手

権
大
会
（
10
月
11
日
）」
の

日
本
代
表
選
手
に
、
今
年
３

月
に
山
口
県
で
行
わ
れ
た
全

日
本
実
業
団
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
で
４
位
（
日
本
人
２
位
）

に
入
っ
た
中
里
麗
美
（
ダ
イ

ハ
ツ
）
が
選
ば
れ
た
。
中
里

は
北
海
道
合
宿
後
、
群
馬
に

帰
郷
。
７
月
31
日
に
清
水
聖

義
太
田
市
長
の
も
と
を
訪
れ

た
。
日
本
代
表
と
し
て
初
出

場
す
る
中
里
は
「
日
本
代
表

に
選
ば
れ
て
嬉
し
い
。ま
た
、

ダ
イ
ハ
ツ
の
先
輩
、
木
﨑
さ

ん
も
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た

の
で
心
強
い
で
す
。
世
界
の

レ
ベ
ル
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、

自
分
の
走
り
を
試
し
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。
清

水
市
長
は
「
太
田
市
か
ら
ま

た
夢
の
あ
る
選
手
が
出
た
！

高
い
目
標
を
持
っ
て
世
界
に

臨
ん
で
欲
し
い
」
と
激
励
し

た
。

　

中
学
、
高
校
時
代
に
練
習

し
て
い
た
同
市
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
を
訪
れ
た
中
里
は

「
中
学
、
高
校
で
は
日
本
代

表
に
選
ば
れ
る
こ
と
も
な
く
、

い
つ
か
は
自
分
も
…
と
思
い

な
が
ら
、
自
分
の
た
め
、
応

援
し
て
く
れ
て
い
る
方
の
た

め
に
練
習
を
積
ん
で
き
た
。

陸
上
を
始
め
て
か
ら
夢
の
日

本
代
表
が
ひ
と
つ
叶
い
ま
し

た
。
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で
実

績
を
つ
く
り
、
い
つ
か
は
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
し
、
日

の
丸
を
つ
け
て
走
り
た
い
」

と
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
を

語
っ
て
く
れ
た
。
着
実
に
前

へ
走
り
続
け
て
い
る
中
里
の

活
躍
を
期
待
し
た
い
。

中
里
麗
美
（
な
か
ざ
と
・
れ

み
）
│
小
学
６
年
か
ら
中
学

３
年
ま
で
お
お
た
ス
ポ
ー
ツ

学
校
（
現
お
お
た
ス
ポ
ー
ツ

ア
カ
デ
ミ
ー
）
に
在
籍
。
中

学
３
年
か
ら
都
道
府
県
対
抗

女
子
駅
伝
の
県
代
表
に
４
年

連
続
で
選
ば
れ
る
な
ど
活
躍
。

ダ
イ
ハ
ツ
入
社
３
年
目
。
太

田
城
西
中
│
太
田
商
業
│
ダ

イ
ハ
ツ
。

　

清水太田市長と

優勝した池田（中央）と３位の金沢翔太（右、前橋西）

全国高校
グレコ選手権

初V! 池田圭介

世界に
　挑戦!
世界ハーフマラソン日本代表

中
里
麗
美

（
太
田
商
業
│
ダ
イ
ハ
ツ
）

（館林）


